
不登校の現状と
課題について

枚方市教育委員会
児童生徒支援課
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枚方市の不登校の現状1
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不登校の現状①（不登校の推移・５年間）
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小学校

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６

不登校者数 23 31 64 72 76 89

新規不登校者数 23 18 44 40 40 50

新規不登校割合 100% 58% 68% 55% 52% 56%

継続 0 13 20 32 36 39

中学校

中１ 中２ 中３

不登校者数 195 250 199

新規不登校者数 115 99 60

新規不登校割合 59% 39% 30%

継続 80 151 139

令和４年度 不登校者数【新規不登校割合】
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令和４年度 不登校児童・生徒 教育機会

校内ルポ

1.7%

ルポ

3.9%
民間施設

7.0%

オンライン

10.1%

その他

77.3%

小学校
全欠以外の355人
（30日以上の全欠含む）
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令和４年度 不登校児童・生徒 教育機会

校内ルポ

18.0%

ルポ

5.7%

民間施設

2.5%

オンライン

9.3%

その他

64.5%

中学校
全欠以外の644人
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（参考）令和５年度 不登校児童・生徒 教育機会

小学校
10日以上の欠席者のうち、
「不登校」として計上されている
不登校児童・生徒への支援状況
（R5.１学期末（％））
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（参考）令和５年度 不登校児童・生徒 教育機会

中学校
10日以上の欠席者のうち、
「不登校」として計上されている
不登校児童・生徒への支援状況
（R5.１学期末（％））
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小学校

相談

なし

47.9

%

30日以上の欠席
355名

相談

なし

44.4

%

90日以上の欠席
160名

令和４年度 学校内外で専門家等の相談・指導を受けていない人数

「相談なし」の場合でも専門家以外との相談をしている場合あり
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中学校

相談

なし

55.9

%

30日以上の欠席
644名

相談

なし

55.2

%

90日以上の欠席
446名

令和４年度 学校内外で専門家等の相談・指導を受けていない人数

「相談なし」の場合でも専門家以外との相談をしている場合あり
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参考資料
文部科学省「令和２年度不登校児童生徒の実態調査」

15



29.7

26.5

25.7

25.2

22.0

25.5

0. 7.5 15. 22.5 30. 37.5

先生のこと

身体のこと

生活リズム

友達のこと

勉強のこと

分からない

(%)

最初に学校に行きづらいと感じ始めたきっかけ（小学校n=713)

16



学校を多く休んだことに対する感想（小学校 n=713）
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学校を多く休んだことに対する感想
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学校を多く休んだことに対する感想
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学校を多く休んだことに対する感想
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学校を多く休んだことに対する感想
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32%

少しあてはま

る

32%

あまりあては

まらない

15%

あてはまらない

17%

無回答

4%

勉強の遅れに対する不安があった

（小学校 n=713） （中学校 n=1303）

あてはまる

45%

少しあてはま

る

30%

あまりあては

まらない

12%

あてはまらない

11%

無回答

3%

21



学校を多く休んだことに対する感想
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学校を多く休んだことに対する感想
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どんな学校であれば、学校を休まずに通うことができたと思いますか。
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•学校に行きたいけど行けない
•どうせ自分は不登校児だ
•自分は必要とされていない
•ゲームでしか評価されない

不登校の子どもたちの声
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•子どもが不登校になったらどこに相談したらよいかわからない
•担任の先生以外にも相談できるのでしょうか
•子どもが不登校になったので、仕事を辞めました

不登校の保護者たちの声
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相談した相手（小学校 n=713）
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枚方市の不登校に対する取組2
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発達支持的生徒指導

課題未然防止教育

課題早期発見対応

困難課題対応的生徒指導

不登校への対応（教育内容）

生徒指導提要より
生徒指導の４層
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発達支持的生徒指導

課題未然防止教育

課題早期発見対応

困難課題対応的生徒指導
児童生徒にとって学校が安全・安心な居場所
となるための「魅力ある学校づくり」と
「分かりやすい授業」の工夫

Hirakata ルールメイキングS 2023 【２校】
架け橋プログラム 【全小学校】
人権教育
支援教育
安心して対話できる授業作り

不登校への対応（教育内容）
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発達支持的生徒指導

課題未然防止教育

課題早期発見対応

困難課題対応的生徒指導
児童生徒のSOSを出す力の獲得と教職員の児童
生徒の変化に気付きSOSを受けとめる力の向上、
及び教育相談体制の充実

SCの派遣 【小6校、中19校、計22人】
ぽーちの導入 【R5年２学期から本格導入】

心の視覚化
SNS相談

教育相談

不登校への対応（教育内容）
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発達支持的生徒指導

課題未然防止教育

課題早期発見対応

困難課題対応的生徒指導
休み始めの段階でのアセスメント(スクリーニング
会議)と、教職員、SC、SSW、保護者の連携・協働
による支援の開始

不登校への対応（教育内容）

SCの派遣 【小6校、中19校、計22人】
ぽーちの導入 【R5年２学期から本格導入】

心の視覚化
SNS相談

教育相談
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発達支持的生徒指導

課題未然防止教育

課題早期発見対応

困難課題対応的生徒指導

ケース会議に基づく、不登校児童生徒に対する家
庭訪問やSC・SSW等 によるカウンセリング、及び
別室登校や校外関係機関と連携した継続的支援

不登校支援協力員 【小7校、中１９校】
校内ルポ環境整備のための支援
SNS相談 【令和５年２学期から全校本格導入】
教育相談・となとな
SCの派遣 【小6校、中１９校、計22人】
SSWの派遣 【８人で全校を巡回】
となとな
ルポ（オンライン含む）
民間支援団体等による支援

不登校への対応（教育内容）
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学校への支援

5つのレベルに応じた不登校対応例

欠席日数に応じた対応例や関係機関との連携方法を
示し学校を支援
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不登校対応（保護者への情報提供）

不登校支援ガイド

不登校の支援のあり方や、学校内外における
相談窓口等について掲載
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不登校対応（保護者への情報提供）

不登校児童・生徒を支援する
民間施設に関するガイドライン

市教育委員会として学校が、民間施設に通所する
不登校児童・生徒の「出席扱い」について判断する
際に留意すべき点を目安として示したガイドライン
を策定
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適応指導教室「ルポ」

設置目的

不登校状態にある児童・生徒に対し、人間関係のあり方や自己決定の方法等について学ぶ場を提供する
とともに、多様な活動を通して個に応じた支援と指導を行いながら、該当児童・生徒の社会的自立をめざ
す。

開室日時

毎週 月～金曜日、午前10時から午後３時。（夏・冬・春休みは閉室します。）

開室場所

枚方市立教育文化センター１Fです。

御殿山駅

府道京都守口線

至 枚方市駅

磯島取水場

歩道橋歩道橋

教育文化センター

枚方

なぎさ

畑

磯島

小学校
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午前（10：00～12：00） 午後（13：00～15：00）

月
個人活動
学習活動

グループ活動等

火
個人活動
学習活動

グループ活動等

水
個人活動
学習活動
カウンセリング（子ども）

グループ活動等
カウンセリング（保護者）

木
個人活動
学習活動
カウンセリング（子ども）

グループ活動等
カウンセリング（保護者）

金
個人活動
学習活動

グループ活動等
ミーティング（行事前）

キャンプ
ウォークラリー

調理実習
等

各種体験活動
の実施

適応指導教室「ルポ」
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適応指導教室「ルポ」

ルポで子どもたちに主に関わるスタッフ
適応指導教室指導員 2名
学生指導員（各曜日１～2名）
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学習支援

【内容】
ルポに登室する児童・生徒に対して、指導員及び学生指導員が個別に学習支援。
課題は自分で用意したものや学校から用意してもらったもの
ルポで学校のオンライン授業を受けるケースも

【実施日】
月曜日～金曜日の午前中

適応指導教室「ルポ」
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グループ活動

【内容】
ルポに登室する児童・生徒によるグループ活動
・トランプやボードゲームの実施
・多目的室での軽スポーツ（バドミントン、ドッジボール等）

【実施日】
月曜日～金曜日の午後（13：00～15：00）

適応指導教室「ルポ」
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各種体験活動

【内容】
キャンプやウォークラリーなど、「ルポ」の外に出ての体験活動を実施。

【実施日】
キャンプ ７月
ウォークラリー 10月
馬とのふれあい 10月、２月

ルポブログ
https://hirakata.schoolweb.ne.jp/weblog/index.php?id=hirakata&type=2&category_id=4926

適応指導教室「ルポ」
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適応指導教室「ルポ」

43



職場体験（図書館）

【内容】
枚方市中央図書館の協力を得て、ルポに登室する中学生を対象に実施。

【実施日】
11月下旬を予定（Ｒ５年度）

適応指導教室「ルポ」
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カウンセリング

【内容】
ルポに登室する児童・生徒およびその保護者のカウンセリング

【実施日】
毎週水曜日と木曜日（Ｒ５年度）

適応指導教室「ルポ」
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訪問指導

【内容】
ルポに登録された児童・生徒のうち、訪問指導が適切と認められた者に対しての学生による訪問指導。学習支援を行う家庭教
師ではなく、話し相手となり社会的自立をめざす。

【実施日】
週１回 ２時間以内
※要保護者在宅
※学生指導員による訪問指導

適応指導教室「ルポ」
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適応指導教室「ルポ」

登録人数
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適応指導教室「ルポ」

令和４年度 ルポ登室日数別
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適応指導教室「ルポ」

Minecraftを使った取組

参加
7月5日(水)

9名参加（内1名はオンライン）
8月18日(金)

4名参加（内3名はオンライン）
この取組時に初めて登室できた児童・生徒あり

子どもの感想
コメントとかしていろんな人とつながれたらいいな
みんながワールドを作成しているので、みんなの作ったワールドをまわりたい
（初めて登室した児童が）また参加したい
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（参考）枚方市の校内ルポ
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（参考）枚方市の校内ルポ

パーティション等を利用して個別に学習できる空間
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（参考）枚方市の校内ルポ

円卓を用意し、みんなで
話したり作業ができる空間 カーペット等を置いて上靴を脱いで過ごす場所
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（参考）枚方市の校内ルポ

児童生徒の作品を掲示するコーナー
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（参考）枚方市の校内ルポ

学年や学校の行事予定がわかる掲示物 進路関係の掲示物
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（参考）枚方市の校内ルポ

児童生徒が、気持ちとできたことを記入する工夫 １日の別室のようすを担任・教科担当で情報共有できる工夫
55



（参考）枚方市の校内ルポ

「あかん感じ」「まあ普通」と関
西弁で表示し、矢印を自分で
移動させる工夫
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（参考）枚方市の校内ルポ

別室で安心して過ごせるように・・・
・教職員の配置や学習機会の整備などの組織的な運営
・本人の状況に合わせたプリントや課題の準備
・教職員やボランティア等による学習支援
・SC,SSWによる個別面談
⇒安全・安心な居場所の確保、丁寧な支援による自己肯定感の向上、学習機会の保障

▼
・本人としてはどうありたいのかという主体的意思（希望や願い）
・本人が持っている強み（リソース）や興味・関心
⇒不登校児童生徒の気持ちを理解し、思いに寄り添いつつ、アセスメントに基づく個
に応じた具体的な支援を行うことが重要

・不登校で苦しんでいる児童生徒への支援の第一歩は、将来の社会的自立に向けて、
現在の生活の中で、「傷ついた自己肯定感を回復する」、「コミュニケーション力やソー
シャルスキルを身に付ける」、「人に上手にSOSを出せる」ようになることを身近で支
えることに他なりません。

（「生徒指導提要」文部科学省 令和４年12月 を基に学校が作成）
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（参考）枚方市の校内ルポ

校内ルポ利用人数

小学校
5.5％
14人

中学校
23.9％
116人 58



●Google Classroom「ルポポ」
Google Classroom上でのメッセージのやり取り、課題の配信など

●児童生徒対象
①学習
・ポケモンプログラミング【2学期から開始予定】
・桃太郎電鉄【2学期から開始予定】
・Minecraft

②ルポ登室日記（例）
・・・iPadで作成も可

●保護者対象Google Classroom
①保護者向け「ルポ予定表」「通知文」
などの配信
←学校の周知ミス、遅れの解消
（学校を通しての紙媒体での周知に加えて、
オンラインにて周知する。）

②出席確認等にメールを活用

●保護者・教員対象MEET
①オンライン学校面談
②オンライン担任連絡会
（リアル版との選択制）
③オンライン保護者懇談会
（リアル版との選択制）
④オンライン教育相談

個々の不登校児童生徒の状況を適切に把握し、多様な支援を行う

「学校に登校する」という結果のみを目標にするのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉え、
社会的に自立することをめざす

VISION（めざすところ）

MISSION（方向性）

VALUE（具体的な方策）

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト

ル
ポ

オンライン

対面・オンライン

オンライン

メタバース登校について検討中 オンライン

対面・オンライン

各種フリースクールの紹介
eスポーツ【2学期から開始予定】

対面・オンライン

対面・オンライン

ICTを活用した不登校児童生徒への対応

学校の授業のオンライン配信 オンライン
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子どもの笑顔守るコール
（児童生徒支援課）

・学校園生活全般についての電話相談
・月～金 9：00～17：00
『教育安心ホットライン』 072-809-2975
『いじめ専用ホットライン』072-809-7867

教育相談
（教育文化センター：２F）

・専門的な知識及び経験を有する相談員による子どもの発達や性格行動面につ
いての心理相談や心理検査

・要予約（学校→市教委へ連絡）

枚方市子どもの育ち
見守り室（となとな）

・子どもとの接し方・親子関係・友達関係・発達・行動上の問題などの相談
・月～金 9：00～17：30
・要予約（まずは電話で相談 050-7102-3221）

青少年相談
枚方公園青少年センター

・いじめ、不登校、ひきこもり、中途退学、人間関係等の相談
・第１月曜日（17：00～19：50）、第３月曜日（16：00～19：50）
・072-844-7830

こころの健康相談
（保健所 保健医療課）

・こころの病についての相談を医師や精神保健担当職員が行う。
・072-807-7623

大阪府中央子ども
家庭センター

・子どもや家庭についての相談、おおむね25歳までの青少年についての相談
・月～金 9：00～17：45
・072-828-0161

不登校に関連する相談窓口
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